IGWG（高齢者の人権に関する政府間作業部会）組織会議
（2026年2月18－19日）
★開会あいさつ　
ナダ・アル・ナシフ国連人権副高等弁務官
Nada Al-Nashif, UN Deputy High Commissioner for Human Rights

ご列席の皆さま、並びに各代表の皆さま

国連と世界中の何百万人もの高齢の女性・男性にとって歴史的な瞬間を記念して、今日この会合に参加できることを光栄に思います。

私たちは重要な転換期に一堂に会しています。

人口動態の変化は、かつてない速さで私たちの社会を再形成しています。

そして歴史上初めて、多くの地域で60歳以上の人が5歳未満の子どもを上回っています

2050年までに、高齢者は世界人口の5分の1を超えるでしょう。

長寿は人類の最大の偉業の一つです。しかし長寿の希望には、人権保護をめぐるやっかいな課題を伴うことが多いのです。

エイジズム(年齢差別)は依然として、あらゆる地域や社会に広く存在しています。高齢者は相変わらず、雇用差別、医療・長期介護へのアクセスの障壁、社会保障の格差、意思決定からの排除、更には貧困・暴力・ネグレクト・虐待の高リスクに直面しています。

多くの人々にとって、これらの課題は性別、障害、民族、社会経済的地位などに基づく差別が互いに交錯する形態をとり、さらに複雑化しています。

武力紛争や人道危機の状況では、高齢者に固有のニーズや権利がしばしば見過ごされます。同時に、急速なデジタルトランスフォーメーション(DX) と加速する気候変動の影響は、人権に新たに展開する課題を突きつけます。

COVID-19パンデミックの経験は、明確な基準やフォーカスト・アテンション(焦点を絞ること)がなければ、高齢者の権利や生活の現実が法律、政策、実務でいかに隠れてしまうかを明らかにしました。

したがって、人権理事会によるこの作業部会の設立は決定的な前進と言えます。この会議は、20年を超える集団的な取り組みの新たな章を開きます。これは高齢者に関して、国際人権枠組みにおける概念的・規範的な空白に取り組むものです。

法的拘束力のある文書だけでは、高齢者が直面するすべての課題を解決することはできません。その効果は政治的意志、十分な資源、強固な制度、そして持続的な社会変革にかかっています。

しかしながら、明確で総合的かつ一貫した規範的枠組みは触媒となり得ます。それは立法や政策の導きとなり、説明責任を強化し、国際協力を高め、尊厳をもって老いることは特権ではなく普遍的人権だという明確なメッセージを送ることができます。

より広範囲で深い影響がもたらされます。高齢者の人権を尊重し、保護し、実現する社会は、より包摂的で、より強靭で、より結束力があります。その社会は高齢者を重荷としてではなく、権利の保持者であり、家族、地域社会、経済、公共生活に不可欠な貢献者として認識します。

皆様の取り組みの開始にあたり、参考となる三点を強調させていただきます。

第一に、尊厳と自律が中心に置かれなければなりません。高齢者は権利の保持者であり、法の前での平等、独立した生活、自身による意思決定、社会への完全な参加の権利をもっています。今後作成されるいかなる文書も、彼らの主体性を認め、生活のあらゆる分野での自律を守らなければなりません。

第二に、意義のある参加が不可欠です。高齢者、すなわち、高齢の女性・障害者・先住民族・マイノリティ（少数者）・農村集落の住民などを含む高齢者があらゆる多様性において、彼ら自身がこの策定プロセスに積極的に関与しなければなりません。市民社会組織、国内人権機関、国連の独立専門家は、不可欠な経験、データ、洞察をもたらします。包摂的で透明性の高いプロセスは、成果物の正当性と質を強化します。

第三に、この文書は既存の国際人権枠組みを補完し強化し、高齢者に関する具体的な保護の欠落に対処する国の義務を明確に示すべきです。これには特に、司法、社会的保護、適切な医療、長期ケア・緩和ケアへのアクセス、さらには暴力、虐待、ネグレクトからの解放、並びに公共的および政治的活動への参加、加えてリスクや緊急事態における保護が含まれます。交錯する差別の性質は、特に高齢女性が直面する現実は十分に反映されなければなりません。

私たちの人権高等弁務官事務所は、この重要な取り組みにおいて、専門知識、実質的な分析、包摂的な対話の促進を通じて皆さまを支援する準備ができています。

この歴史的な課題への取り組みにあたり、皆さまに、英知と決意、そして協力の精神をお祈りします。

この作業部会では、あらゆる人々が尊厳と平等、人権を十分に享受して老いることのできる将来の基盤が構築されることが期待されており、私はこれを期待しているすべての人々に賛同します。

ありがとうございました

（翻訳：佐藤久夫、原田恵子、高田清恵）
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